










研究目的 

アルブミン(以下 ALBと略す)には 2つのビリルビン(以下 BR と略す)結合部位が存在し,理

論上 1 モルの BR が第 1 結合部位において強く結合する(1g の ALB に対して約 8.5mg の BR

に相当)。この第 1結合部位が飽和されると BRは ALB の第 2結合部位に移行し,ここでより

弱い結合を保つ。第2結合部位にあるBR は容易に ALB より遊離し,unbound bilirubin(以

下 U｡B.と略す)として脳組織へ入り核黄疸を惹起するといわれている。 

今回は,正常成熟児における ALB と BR の相互作用について検討し,ALB の BR 結合能の面か

ら成熟児の光線療法および交換輸血の適応基準について考察を加えた。 


